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高く、高く、飛べ。

photo二又チームの長縄跳び（村民体育大会）

Pick Up Topics

地域の底力、発揮した
「一致団結」で優勝は平沼と二又

海へ、人へ感謝を込めて
泊地区の伝統「泊例大祭」開催

互いの文化を理解し、国際性養う
六高生と襄

ヤ ン ヤ ン

陽郡高校生が相互ホームステイ実施
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『
ス
ポ
ー
ツ
の
村
・
六
ヶ
所
宣
言
』

20
周
年
を
迎
え
た
第
47
回
村
民
体
育
大

会
が
８
月
５
日
、
大
石
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
『
ス
ポ
ー
ツ
で
魅

せ
る
地
域
の
底
力
』
を
テ
ー
マ
に
、
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
６
チ
ー
ム（
千
歳
、尾
駮
、泊
、

倉
内
、
平
沼
、
戸
鎖
）
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

４
チ
ー
ム
（
二
又
、
中
志
、
出
戸
、
笹

原
）
は
22
の
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

炬
火
を
点
火
し
た
の
は
、
佐
々
木
洸

輝
く
ん（
第
二
中
３
年
、平
沼
チ
ー
ム
）。

選
手
宣
誓
は
、
相
内
由
香
さ
ん
（
倉
内

小
６
年
、
倉
内
チ
ー
ム
）。
ラ
ジ
オ
体

操
は
、
久
保
洋
輔
く
ん
（
第
一
中
３

年
、
戸
鎖
チ
ー
ム
）
が
代
表
を
務
め
ま

し
た
。
競
技
に
先
が
け
て
、
鳴
子
ど
っ

こ
い
サ
ー
ク
ル
（
三
戸
秀
子
代
表
）
が

恒
例
の
『
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
唄
』
を

披
露
し
、
大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
世

代
別
の
１
０
０
ｍ
走
で
始
ま
り
、
定
番

の
玉
入
れ
や
綱
引
き
、
長
縄
跳
び
な

ど
、
各
チ
ー
ム
一
致
団
結
し
た
競
技
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
に
よ
る

マ
ス
ゲ
ー
ム
で
は
、
家
族
の
絆
を
テ
ー

マ
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
、
会
場
は

笑
顔
で
園
児
た
ち
の
踊
り
を
見
守
り
ま

し
た
。

　

小
、
中
学
生
の
障
害
物
競
走
で
は
、

な
か
な
か
膨
ら
ま
な
い
風
船
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、
諦
め
ず
に
や
り
と
お
す
姿

に
温
か
い
声
援
が
飛
び
か
っ
て
い
ま
し

た
。

　

優
勝
は
、Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
平
沼
チ
ー
ム
。

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
二
又
チ
ー
ム
。
平
沼

チ
ー
ム
の
橋
本
利
喜
雄
団
長
は
「
今
年

は
、
み
ん
な
が
頑
張
っ
た
の
で
５
つ
も

カ
ッ
プ
を
も
ら
っ
た
。
結
束
し
、
互
い

に
努
力
し
て
勝
っ
た
」
と
、
二
又
チ
ー

ム
の
葛
西
徹
也
団
長
は
「
少
な
い
人
数

な
が
ら
も
、
一
致
団
結
し
た
。
一
生
懸

命
、
け
が
も
な
く
楽
し
ん
だ
こ
と
が
勝

因
に
つ
な
が
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

第 47 回 村民体育大会
～スポーツで魅せる地域の底力～

地
域
の
底
力
、
発
揮
し
た

　
「
一
致
団
結
」
で
優
勝
は
平
沼
と
二
又

＊大会の得点は以下のとおり

Ａブロック� Ｂブロック

１位 平沼 183 点

２位 千歳 158 点

３位 倉内 123 点

４位 尾駮 108 点

５位 泊 92 点

６位 戸鎖 70 点

１位 二又 80 点

２位 出戸 78 点

３位 笹原 69 点

４位 中志 61 点

１

５

６

３

７

４

２

1_ 選手宣誓をする相内由香さん　2_
シニア 60 ｍ走、全力疾走する選手た
ち　3_ 鳴子どっこいサークル、たくさ
んの人に見守られよさこいデビュー　
4_ 炬火ランナーを務める佐々木洸輝く
ん　5_ 元気いっぱいに玉入れをする園
児たち　6_ 引っかかっても楽しくもう
一度。中志チーム長縄跳び　7_ 力いっ
ぱい綱を引く泊チーム

3 Rokkasho●2012-9
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5_ 山車に乗り力強く太鼓を響かせ
る　6_港まつりでは神楽舞が披露
され、大勢の人々が舞に見入って
いた　7_楽しそうに鳴子を鳴ら
してよさこいを踊る子ども　8_ト
ラックに乗ったお神輿に手を合わ
せる人々　9_暑い中でもよさこい
の参加者は元気いっぱい　10_ 商
店の店先にはキラキラとした祭り
飾りが揺らめく

９

11

７

12

ド
を
見
て
い
た
人
は
「
毎
年
祭
り

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
流
し
踊

り
を
見
る
の
が
好
き
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
泊
地
区
の
新
荷
捌
施

設
で
「
と
ま
り
港
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
、
大
漁
祈
願
祭
や
黒
石
八
郎

一
座
に
よ
る
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

海
上
安
全
と
豊
漁
を
祈
る
大
漁

祈
願
祭
で
は
、
宮
司
が
祝
詞
を
上

げ
、
漁
業
関
係
者
な
ど
が
玉
ぐ
し

を
奉
納
。
泊
神
楽
保
存
会
が
諏
訪

神
社
と
貴
寶
山
神
社
の
神
楽
の
奉

納
を
行
う
た
め
神
楽
舞
を
舞
う

と
、
会
場
に
訪
れ
て
い
た
人
々
は

力
強
い
舞
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

同
会
場
で
行
わ
れ
た
釣
り
大
会

で
は
、
大
き
な
カ
レ
イ
を
釣
り
上

げ
て
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
、
ズ
ラ
リ
と
軒
を
連
ね

た
出
店
は
祭
り
を
楽
し
む
人
々
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

11_ 貴寶山神社の行列に参
加するかわいらしいお稚児
さん　12_ 港まつり会場で
は、やきとりやイカ焼きな
どたくさんの屋台が軒を連
ね、買い物を楽しむ人たち
の姿が見られた

５

　

泊
地
区
伝
統
の
祭
り
で
あ
る

「
泊
例
大
祭
」
が
７
月
18
～
20
日

の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
初
日
は
諏

訪
神
社
、
20
日
は
貴
寶
山
神
社
か

ら
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
泊
中
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
パ
レ
ー
ド
を
先
導
し
、天
狗
、

神
楽
、
お
稚
児
さ
ん
、
神
輿
、
色

鮮
や
か
な
山
車
が
続
き
ま
す
。

　

泊
小
・
中
学
生
た
ち
は
、
部
活

動
な
ど
の
活
躍
を
記
し
た
看
板
や

優
勝
杯
を
持
ち
、
沿
道
の
人
々
に

活
躍
を
報
告
。
泊
中
学
校
の
男
子

生
徒
は
、
祭
り
前
か
ら
一
生
懸
命

練
習
を
重
ね
て
い
た
ま
と
い
振
り

を
勇
壮
に
披
露
。
風
に
た
な
び
く

法
被
に
身
を
包
ん
だ
踊
り
手
た
ち

は
元
気
に
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を

踊
り
、
涼
し
げ
な
色
の
衣
装
を
ま

と
っ
た
流
し
踊
り
が
優
雅
に
披
露

さ
れ
る
と
、
パ
レ
ー
ド
を
見
よ
う

と
集
ま
っ
て
い
た
沿
道
の
人
々
か

ら
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

貴
寶
山
神
社
の
沿
道
で
パ
レ
ー

1_ 参加者は大きな山車を引
きながら、泊地区を練り歩
く　2_諏訪神社の境内には
たくさんの提灯や大漁旗が
つるされていた　3_流し踊
りを踊る参加者　4_御幣を
もって歩く参加者

１

海へ、人へ感謝を込めて
泊地区の伝統「泊例大祭」開催

２

６

10

４ ３
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８
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１

５

９

４

８

２

ホームステイ！
　受け入れてみて…

子どもにも家族にも
良い経験、楽しかった

韓国と日本の車線が
反対なのに驚いた

日本がとても好きで
また来たいです

キム・ソヒ

日本について深く考えたことは
ないですが、ここにきてから

いいイメージを持ちました
みんなとても親切で良い国

また日本に来たい
チョ・ヨンウン

このような交流が
これからもずっと

続いていけばいいと思う
ハム・スンシク

３

６

互いの文化を理解し、国際性養う
六高生と襄

ヤ ン ヤ ン

陽郡高校生が相互ホームステイ実施

　

六
ヶ
所
村
と
韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
が
国
際

性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
相
互

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
が
今
年
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
高
校
（
柴
垣
博
孝
校
長
、

生
徒
１
７
７
人
）
の
生
徒
た
ち
は
、

７
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で
の
６
日

間
、
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
の
生
徒
た
ち
は
８
月

１
日
か
ら
４
日
の
間
、
六
ヶ
所
村
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ

ニ
ー
」で
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
の
生
徒
た
ち
は
、
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
六
高
生
の
家
族
と
初
対
面
。
名
前

を
呼
ば
れ
た
生
徒
の
も
と
に
家
族
た

ち
が
笑
顔
で
迎
え
に
来
る
と
、
ほ
っ

と
し
た
表
情
を
見
せ
、
握
手
を
交
わ

し
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
六
高
生
た
ち
が
歓
迎
の

「
よ
さ
こ
い
」
を
披
露
す
る
と
、
写

真
を
撮
っ
た
り
拍
手
を
し
た
り
、
興

味
深
々
で
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
の
生
徒
、
キ
ム
・
チ
ス
さ

ん
は
「
日
本
の
生
活
用
品
や
普
段
の

生
活
な
ど
、
身
近
な
も
の
を
体
験
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
六
高
の
校
内
見
学
と

青
森
ね
ぶ
た
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

校
内
見
学
で
は
、
大
勢
の
六
高
生

た
ち
が
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
と
も
に

拍
手
で
お
出
迎
え
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
の
生
徒

た
ち
は
、
思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ

ズ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
と
て
も
嬉
し

そ
う
な
様
子
で
し
た
。

　

青
森
ね
ぶ
た
祭
り
で
は
、
皆
ハ
ネ

ト
の
衣
装
を
身
に
付
け
て
ね
ぶ
た

行
列
に
参
加
し
ま
し
た
。「
ラ
ッ
セ

ラ
ー
」
と
威
勢
の
良
い
掛
け
声
を
あ

げ
な
が
ら
、
終
始
楽
し
そ
う
に
ハ
ネ

ト
体
験
。
初
体
験
の
異
文
化
と
、
心

躍
る
熱
い
祭
り
を
満
喫
し
た
一
向
で

し
た
。

７

1_ 六高の体育館で、校内見学に来た襄
ヤンヤン

陽郡の生徒たちを吹奏楽部のサプライズ
演奏と拍手でお出迎え　2_襄

ヤンヤン

陽郡の生徒たちに柴垣校長から「六ヶ所高校」ミ
ニのぼり旗をプレゼント　3_歓迎会での和やかな様子　4_初日に行われた歓
迎会で六高生がよさこいを披露　5_体育館からの退場時、六高生の作ったトン
ネルをくぐって校内見学へ　6_襄

ヤンヤン

陽郡の生徒たちは、沿道の人々や子どもたち
に「アニョハセヨ」と積極的に声をかけながら祭りを楽しんでいた　7_ハネト
衣装の生徒たちは汗だくになっても楽しそう　8_煌々と夜道に輝く迫力あるね
ぶた　9_ねぶたに参加していた子どもたちとの一枚

　受け入れで不安だったのは、
やっぱり言葉が通じないこと。で
も実際受け入れてみると英語や
ジェスチャー、ネットの翻訳機能
などで会話できました。
　ご飯は納豆や日本のキムチなど
も喜んで食べてくれました。日本
の食材や調味料にも興味を持って
いて、韓国のお母さんへのお土産
にたくさん買っていました。
　うちに来て良かったのかなと不
安だったけど、お別れの時に別れ
を惜しんで泣いてくれたので、結
果良かったんだと思います。
　海外体験は自分でできるけど、
ホームステイ受け入れはなかなか
できない良い経験。受け入れをし
てみて、良かったです。

泊地区
樋口さん一家
ユン・ソジョンさん
（襄

ヤン ヤ ン

陽郡高校生）
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

悲惨な交通事故をなくそう
交通安全六ヶ所村大会が実施

　第 42 回野辺地地区交通安全六ヶ所村大会が７月 20 日、文
化交流プラザ「スワニー」において開催され、六ヶ所村・野辺
地町・横浜町の各種団体が集まりました。
　同大会は、交通事故のない明るいまちづくりを目指して、３
町村持ち回りで毎年行われています。大会のアトラクションで
は、青森県警察音楽隊のコンサートが開かれ、テンポよく演奏
される懐かしの名曲などに来場者は聞き入っていました。
　大会の最後に、髙田美奈子六ヶ所村交通安全母の会連合会会長
が交通安全大会宣言を行い、交通事故防止の推進を宣言しました。
＜表彰者は次のとおり＞功労者　小綿吉男、目代房子▶優良会員　
相内榮三郎、橋本洋子▶協力者　笹原交通安全母の会、平沼交通安
全母の会▶感謝状　原燃輸送㈱六ヶ所事業所、野辺地地区交通安全
協会青年部六ヶ所支部【敬称略】髙田会長が交通安全大会宣言を行いました

輪を広げて実施していきたい
プロバス・ロータリークラブが清掃活動

　六ヶ所プロバスクラブ（金澤光秀会長、会員 18 人）と六ヶ
所ロータリークラブ（田村七郎会長、会員 29 人）で毎年行っ
ている合同奉仕活動が７月 21 日、泊地区滝ノ尻で行われ、参
加者 15 人がタタミ岩周辺のごみ拾いを実施しました。
　プロバスクラブとは、知識・技能を有する高齢者たちが生き
がいのある生活を創造し、社会貢献することを目的とした団体。
　約１時間行われた清掃活動では、タタミ岩周辺だけでペット
ボトルや不燃物などのごみが中型トラック１台分集められまし
た。
　金澤会長は「この奉仕活動は、輪を広げてまた来年も実施し
ていきたい」と話していました。

ごみ拾いを行う参加者

地域活性化の参考にしたい
岩手県駒籠営農組合が視察訪問

視察訪問を行った「いっこ庵」にて

　岩手県奥州市胆
い さ わ

沢区小山の駒
こまごめ

籠営農組合（黒沢功組合長代理
他３名）とＪＡ岩手ふるさと胆

い さ わ

沢地域センター職員が７月 18
日、戸鎖地区の水車小屋「いっこ庵」を訪問しました。
　同組合の主な生産作物は米（ひとめぼれ）、大豆、麦など。「平
成 23年度豊かなむらづくり全国表彰事業」にて東北農政局長
賞受賞事例として紹介されていた戸鎖前田水利組合（木村盛雄
理事長）のそばの作付による地域活性化の事例を知り、今後の
転作作物の参考にしたいとの考えから今回の訪問となりました。
　同組合員は、木村理事長・髙田孝徳戸鎖自治会長とそばの作付
や地元での活用などについて活発な質疑を交わした後、振る舞わ
れた打ちたての戸鎖そばに舌鼓を打っていました。

「予選突破、頑張りたい」
全日本卓球大会県予選で上位入賞果たす

　六ヶ所卓球クラブに所属する泊小学校（太田平一郎校長、児
童 188 人）の選手３人が７月 23 日村長室を訪れ、全日本卓球
選手権大会青森県予選会で上位入賞し、全国大会へ出場するこ
とを報告しました。
　上位入賞を果たした高橋美月さん（６年生）は「初めての大
会なので頑張りたい」、高橋葵羽さん（４年生）は「予選突破し
て決勝まで１回でも多く勝ちたい」、瀬川吏玖くん（４年生）は「予
選突破できるように頑張りたい」と意気込みを話していました。
＜入賞結果は次のとおり＞ホープス女子シングルス　第５位（高橋
美月）▶カブ女子シングルス　第５位（高橋葵羽）　▶カブ男子シ
ングルス　第３位（瀬川吏玖）

選手紹介（左から）高橋葵羽さん、瀬川吏玖くん、高橋美月さん

国保事業への功績認められ
県国民健康保険団体連合会から感謝状

（左から）田中良明委員、附田義美委員、古川健治村長
伊藤和夫会長、高橋眞作委員

抜群のチームワークで突破
全日本軟式野球大会青森県予選で優勝

　六ヶ所村体育協会野球部（川畑直樹監督、部員 20 人）は８
月７日、村長室において天皇賜杯第 67 回全日本軟式野球大会
青森県予選で優勝したことを報告しました。
　優勝報告を受けた古川健治村長は「チーム一丸となって、全
国大会で優勝してくれることと期待します」と話しました。
　大会に向けて、土日はもちろん平日も練習に励んだ同チーム。
八戸東球場で行われた同大会では初戦から順調に勝ち進み、練
習の成果を発揮。青森銀行野球部との決勝戦で５－０と圧倒的
な試合展開を見せ、見事大会２連覇を果たしました。
　川畑監督は「選手の意気込みやチームワークが良く大会を２
連覇できたので、全国大会では１勝できるように頑張りたい」
と話していました。
　全国大会は、10 月に沖縄県で開催される予定です。

（左から）橋本和夫野球協会会長、川畑直樹監督、
古川健治村長、橋本隆春体育協会会長

　国民健康保健運営協議会（伊藤和夫会長）委員５人に青森県
国民健康保険団体連合会（中野　司理事長）から感謝状が贈ら
れ、７月 24 日村長室で感謝状と記念品の贈呈が行われました。
　この表彰は、国民健康保険事業の発展に寄与し、永年にわた
り国保事業に対する功績が顕著で他の模範であると認められた
人に贈られるものです。
　受賞された伊藤会長は「この度の受賞は私たちの努力が認めら
れたものと考えており、受賞者全員が喜んでいます。今後も国保
事業発展のために一層邁進していきたい」と話していました。
＜表彰者は次のとおり＞　被保険者代表委員　田中良明（千歳平）
▶保険医・保険薬剤師代表委員　米田喜與志（千歳平）▶公益代表
委員　伊藤和夫（庄内）、附田義美（二又）、高橋眞作（尾駮浜）【順
不同・敬称略】
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　International Exchange国際交流

【
以
下
、
❖
が
ジ
ュ
リ
ア
ン
、

✿
が
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
】

Q
日
本
に
来
た
の
は
初
め
て

で
す
か

❖
１
週
間
よ
り
長
い
の
は
初

め
て
。
旅
行
で
２
、３
回
来

ま
し
た

✿
５
回
目
で
す
が
、
仕
事
で

来
た
の
は
初
め
て
で
す

Q
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
仕
事

を
知
っ
た
き
っ
か
け
は

❖
い
と
こ
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
や
っ

て
い
て
、
私
が
中
学
生
の
時

に
日
本
の
生
徒
か
ら
手
紙
が

届
い
た
り
し
た
こ
と
で
す

✿
大
学
で
日
本
学
を
専
攻
し

て
い
た
の
で
、
情
報
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。
日
本
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
勉
強
し
た
の

で
、
逆
に
日
本
に
ド
イ
ツ
の

こ
と
を
教
え
た
い
と
思
い
ま

し
た

Q
趣
味
は
何
で
す
か

❖
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
（
ド

ラ
マ
が
好
き
）、
ご
飯
を
食

べ
る
こ
と

✿
読
書
（
警
察
物
が
好
き
）、

ス
ポ
ー
ツ
、
友
達
と
出
か
け

る
こ
と

Q
好
き
な
日
本
の
料
理
・
文

化
・
場
所
は

❖
た
こ
焼
き
・
関
西
弁
・
東

京
の
西
日
暮
里
の
谷
中
銀
座

✿
お
好
み
焼
き
・
抹
茶
味
・

早
稲
田
大
学
周
辺
の
町
の
雰

囲
気

Q
好
き
な
母
国
の
料
理
・
文

化
・
場
所
は

❖
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
テ
キ
サ

ス
の
首
都
オ
ー
ス
チ
ン
は
、

大
き
い
街
だ
け
ど
人
々
が
フ

レ
ン
ド
リ
ー
で
大
好
き

✿
パ
ン
・
ド
イ
ツ
で
は
よ
く

外
で
座
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
ア
イ
ス
を
食
べ
た

り
す
る
こ
と
・
自
然
豊
か
な

故
郷
ボ
ン
市

Q
好
き
な
日
本
の
言
葉

は❖
適
当

✿
懐
か
し
い

Q
こ
の
一
年
間
の
目
標

は❖
子
供
と
い
っ
ぱ
い
遊

び
、
日
本
語
を
も
っ
と

上
手
に
な
り
た
い
で
す

✿
た
く
さ
ん
の
人
と
話

し
、
ド
イ
ツ
や
他
国
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
し
て
日

「新ＡＬＴとＣＩＲが着任しました」
☆国際交流豆知識＝ ＡＬＴ（外国語指導助手）とは、小中学校などの英語の授業で日本人教師の

補助をするのが仕事。ＣＩＲ（国際交流員）とは、主に国際交流を進めるのが仕事

サムゲタンはあっさりとした塩味で、鶏
肉の中にはもち米、スープには朝鮮人参
やニンニク、生姜などが入っています。

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

こ
ち
ら
韓
国
襄
陽
郡
は
30

度
を
越
す
暑
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
夏
の
暑
さ
に
負

け
な
い
よ
う
土
用
の
丑
の
日

に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
ま
す
が
、

韓
国
に
も
「
伏
日
」
と
い
う

日
が
あ
り
、
サ
ム
ゲ
タ
ン
を

食
べ
ま
す
。

　

サ
ム
ゲ
タ
ン
は
鶏
１
羽
を

そ
の
ま
ま
使
っ
た
韓
国
料
理

で
滋
養
強
壮
に
も
良
く
、
普

段
か
ら
も
好
ま
れ
て
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
こ
れ
を
食
べ
夏
に
負
け

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

本
の
社
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な

り
た
い
で
す 

Q
六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ま
に

❖
皆
と
仲
良
く
な
り
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
ね
！

✿
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
話
し

か
け
て
く
だ
さ
い
！　

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
日

本
と
韓
国
の
車
に
関
す
る
違

い
を
紹
介
し
ま
す
。

【
◇
日
本　

◆
韓
国
】

❶
運
転
席
・
走
行
方
向

◇
運
転
席
が
右
側
、
左
側
走

行　

◆
運
転
席
が
左
側
、
右

側
走
行

❷
自
動
車
税

◇
年
式
で
は
な
く
、
排
気
量

な
ど
で
決
ま
る　

◆
同
じ
排

気
量
の
車
で
も
、
年
式
が
古

く
な
る
と
金
額
が
下
が
る

❸
車
検

◇
乗
用
車
の
場
合
、
初
回
は

３
年
後
、
以
降
２
年
ご
と
の

新 ALT のジュリアンさん㊧、新 CIR のジェニファーさん㊨

検
査
を
受
け
ま
す
。
そ
し
て

費
用
が
高
い
。
私
も
今
年

８
万
５
千
円
を
払
い
ま
し
た

…　

◆
初
回
が
４
年
後
、
以

降
２
年
ご
と
の
検
査
を
受
け

ま
す
が
、
費
用
は
２
千
円
程

度
で
す

❹
廃
車
時
の
廃
棄
料

◇
廃
車
時
に
所
有
者
が
費
用

を
払
う　

◆
車
種
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
、
金
属
の
部
品

な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
、
２
～
３
万
円
程
度
を
業

者
か
ら
貰
え
ま
す

❺
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

◇
給
油
以
外
に
オ
イ
ル
交

換
、
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
も
で

き
る　

◆
給
油
だ
け
可
能
で

オ
イ
ル
交
換
な
ど
は
す
べ
て

整
備
所
で
行
う

❻
速
度
取
り
締
ま
り

◇
道
路
に
取
り
締
ま
り
を
知

ら
せ
る
標
識
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
取
締
り
を
行
っ
て
い
る

５
０
０
～
７
０
０
ｍ
前
方
に

必
ず
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
常
に
運
転
者
に
知
ら
せ

て
い
ま
す

　

次
は
日
常
生
活
で
感
じ
た

日
本
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

㊧ジュリアン・リー（ALT）
　ニックネームはジュリアン。
アメリカ・テキサス州出身。英
語・中国語・日本語が話せる。

㊨ロムスヴィンケル・ジェニフ
ァー（CIR）
　ニックネームはジェニー。ド
イツ・ボン市出身。ドイツ語・
日本語・英語が話せる。

六ヶ所トピックス

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

50 代の頑張りで勝ち取る
町内対抗野球大会で平沼が優勝

優勝した平沼チーム

　第 35 回六ヶ所村長旗争奪町内対抗野球大会が８月 16 日、
大石総合運動公園野球場で行われ、村内各地区から７チームが
参戦し、爽やかな汗を流しました。
　試合はトーナメント形式で行われ、順調に勝ち進んだ尾駮Ａ
チームと平沼チームが決勝戦で激突。４回表で２点を先取した
平沼に対し、５回裏で１点を返した尾駮でしたが、最後平沼が
守り切り、２－１で優勝を勝ち取りました。
　優勝した平沼チームの小林信哉監督代行は「平沼は最高齢
73 歳と 50 代の選手が５人も所属しているチーム。その 50 代
の頑張りで優勝することができて嬉しい」と話していました。
＜出場チームは次のとおり＞優勝　平沼チーム▶準優勝　尾駮Ａ
チーム▶泊チーム▶尾駮Ｂチーム▶千歳平チーム▶戸鎖チーム▶二
又チーム【順不同】

圧巻のレースを繰り広げた
上野悠貴くんインターハイボート競技で優勝

　むつ工業高等学校（久慈恵司校長）のボート部（伊藤満憲
監督）に所属する上野悠貴くん（泊地区出身・３年生）が８
月 24 日村長室を訪れ、インターハイのボート競技男子シン
グルスカルの部で優勝したことを報告しました。
　「2012 北信越かがやき総体」と題された今年のインターハ
イ。ボート競技は８月２日～５日の４日間、新潟県津川漕艇
場で行われました。
　上野くんは初日から順調に勝ち進み、最終日に行われた決
勝戦で２位の選手に８秒の大差をつけ、４分 24 秒でゴール。
1,000㍍のコースで圧倒的なレース展開を見せました。
　同種目で優勝を飾るのは、青森県勢としても同校としても
30 年ぶりの快挙です。
　伊藤監督は「インターハイで優勝できたので、次の試合も
気を抜くことなく頑張ってほしい」と、上野くんは「優勝で
きて嬉しい。次はダブルスカルで 10 月の国体優勝を目標に
頑張っています」と話していました。

㊤村長室で優勝報

告（左から）久慈

むつ工業高等学校

校長、古川健治村

長、上野悠貴くん、

伊藤監督　㊧新田

名部川での練習の

様子（手前が上野

くん）
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交番だより Safety Information

 

・
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険

な
場
所
は
避
け
る

 

・
早
め
の
下
山
を
心
掛
け
る

②
万
一
、
迷
っ
た
ら

 

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
に

救
助
を
待
つ

 

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
見
通
し
の
よ
い

場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ

て
合
図
す
る

■
熊
に
も
注
意

①
熊
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

�

・
熊
出
没
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

�

・
音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま

し
ょ
う
（
人
間
の
存
在
を
熊

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
）

�

・
日
の
出
、
日
没
前
後
な
ど

は
な
る
べ
く
山
に
入
ら
な
い

（
熊
が
活
発
に
活
動
す
る
時

間
で
す
）

�

・
熊
の
足
跡
や
食
べ
後
な
ど�

の
痕
跡
を
見
つ
け
た
ら
特
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

②
熊
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た

ら

�

・
遠
く
に
熊
を
見
つ
け
た
ら

（
静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去

る
）

�

・
熊
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い
た

と
き（
静
か
に
し
て
い
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
熊
は
立

ち
去
り
ま
す
）

�

・
熊
が
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て

き
た
ら
（
熊
の
動
き
に
注
意

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
後
退

し
ま
し
ょ
う
）

�

・
走
っ
て
逃
げ
た
り
、
大
声
、

石
投
げ
な
ど
は
熊
を
刺
激
す

る
た
め
危
険
（
熊
の
足
は
人

間
よ
り
ず
っ
と
速
く
、
逃
げ

る
も
の
を
追
い
か
け
る
習
性

が
あ
り
ま
す
）

�

・
小
熊
に
決
し
て
近
づ
か
な

い
（
近
く
に
必
ず
親
熊
が
い

ま
す
）

■
期
間　

９
月
21
日
金
～
30

日
日
の
10
日
間

■
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

23
年
中
、
県
内
で
は
54
人

が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
子
ど
も
（
中

学
生
以
下
）
は
２
人
、
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
は
24
人
と
、

全
交
通
事
故
死
者
数
の
半
数

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
は
、
子
ど
も
と
高

齢
者
へ
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
も
高
齢
者
も
自
ら

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通

事
故
防
止
（
特
に
、
反
射
材

用
品
な
ど
の
着
用
の
推
進
お

よ
び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯

の
徹
底
）

　

今
年
、
県
内
で
は
歩
行
中

に
お
け
る
交
通
事
故
が
多
発

し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
亡
く
な
ら
れ

た
人
は
い
ず
れ
も
反
射
材
を

身
に
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

運
転
手
は
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
に
よ
り
「
見
る
こ
と
」

「
見
せ
る
こ
と
」
を
徹
底
し
、

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は

「
反
射
材
」
を
活
用
し
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
お
知
ら
せ

■
平
成
23
年
度
の
県

内
キ
ノ
コ
採
り
遭
難

状
況

①
発
生
件
数
な
ど
（
前

年
比
△
は
マ
イ
ナ
ス
）

15
件
中
15
人
（
△
４
件
△
６

人
）

○
死
亡　

１
人
（
０
人
）

○
行
方
不
明　

１
人（
△
１
人
）

○
負
傷　

３
人
（
△
４
人
）

○
無
事
救
助　

10
人（
△
１
人
）

②
遭
難
の
特
徴

 

・
道
迷
い
が
原
因
の
遭
難
が

約
66
％
（
15
人
中
10
人
）

 

・
60
歳
以
上
の
遭
難
者
が
約

93
％
（
15
人
中
14
人
）

■
遭
難
防
止
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス

①
山
に
入
る
と
き
、
山
に

入
っ
た
ら

 

・
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で

出
か
け
る

 

・
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰

宅
予
定
時
間
を
知
ら
せ
る

 

・
水
、
食
料
、
ラ
イ
タ
ー
、

雨
具
、
コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電

話
な
ど
を
持
つ

 

・
仲
間
と
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
っ
た
り
、
目
印
と
な
る

目
標
物
を
定
め
て
行
動
す
る

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

自
動
車
乗
車
中
は
、
全
て

の
座
席
で
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
極
め
て
悪

質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。

　　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
を
実
践
し
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　医療Medical

② 7 月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
7 月中 累計 累計

15 162 130 +32

① 7 月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比7 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

2 0 3 14 0 24 14 2 19 0 -2 5

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

キノコ採りの遭難をなくそう
山に入ったら気を付けましょう

多
少
な
り
と
も
不
安
を
感
じ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
治
療

が
必
要
か
ど
う
か
は
医
師
が

判
断
し
ま
す
。

　

不
整
脈
の
種
類
に
よ
り
服

用
す
る
薬
が
異
な
り
ま
す
か

ら
「
私
も
不
整
脈
と
言
わ
れ

た
」
と
言
う
、
知
人
や
友
人

か
ら
は
絶
対
に
薬
を
も
ら
わ

ず
に
、
必
ず
医
師
の
指
示
通

り
に
薬
を
服
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
高
血
圧

な
ど
で
治
療
を
継

続
中
の
方
は
「
胸

が
苦
し
い
」
な
ど

の
症
状
が
出
た
場

合
は
、
自
己
判
断

で
市
販
の
薬
を
飲

ま
な
い
よ
う
、
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
救
心
、
六
神

丸
な
ど
を
買
っ
て
飲
ん
で
い

る
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
）。

　

実
は
、
私
も
不
整
脈
（
期

外
収
縮
）
が
時
々
発
生
し
ま

す
が
、
薬
は
服
用
せ
ず
に
経

過
観
察
し
て
い
ま
す
。

❷
冠
動
脈
の
状
態  

　

冠
動
脈
と
は
、
心
臓
の
周

り
を
取
り
巻
い
て
い
る
心
臓

に
栄
養
を
送
る
血
管
で
す
。

心電図って 何？
心電図で不整脈・冠動脈の状態が分かります～

　

心
電
図
検
査
を
し
て
い
る

と
、時
々
患
者
さ
ん
か
ら「
心

電
図
と
は
何
の
検
査
で
す

か
？
」
と
か
「
心
電
図
で
何

が
分
か
る
ん
で
す
か
？
」
な

ど
と
質
問
さ
れ
ま
す
。

　

前
回
（
昨
年
）
は
、
臨
床

検
査
全
般
に
つ
い
て
大
ざ
っ

ぱ
な
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
臨

床
検
査
の
中
の
生
理
機
能
検

査
（
脳
波
、
呼
吸
機
能
、
超

音
波
な
ど
）
の
中
の
「
心
電

図
」
に
つ
い
て
、
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

■
心
電
図
っ
て
何
？

　

心
電
図
と
は
、
心
臓
の
活

動
に
よ
り
生
ず
る
電
気
的
変

動
を
描
か
せ
た
も
の
（
分
か

り
に
く
い
で
す
ね
）。
簡
単

に
言
う
と
、
心
臓
か
ら
発
生

す
る
微
弱
な
電
気
（m

V

：

ミ
リ
ボ
ル
ト
― 

家
庭
用

１
０
０
Ⅴ
の
10
万
分
の
１
）

を
拡
大
し
て
描
か
せ
た
も
の

で
す
。

■
心
電
図
で
何
が
分
か
る

の
？

　

た
か
が
１
枚
の
紙
切
れ
と

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ

の
中
に
は
情
報
が
ビ
ッ
シ
リ

と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
も
の
を
あ
げ
る
と

❶
不
整
脈
（
期
外
収
縮
、
心

房
細
動
、
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
）

❷
冠
動
脈
の
状
態（
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
な
ど
）

❸
そ
の
他
（
心
肥
大
、
電
解

質
異
常
、
薬
物
作
用
な
ど
）

　

今
回
は
①
と
②
に
つ
い

て
、
私
見
を
交
え
て
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

❶
不
整
脈

　

不
整
脈
は
直
ち
に
治
療
を

開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
か
ら
、
薬
を
飲
ま
ず
に

経
過
観
察
程
度
で
良
い
も
の

ま
で
、
数
多
く
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。

「
○
○
さ
ん
、
不
整
脈
が
あ

り
ま
す
ね
」と
言
わ
れ
る
と
、

自
覚
症
状
の
有
無
に
関
ら
ず

尾駮診療所　臨床検査技師長

高橋 毅 

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

　

糖
尿
病
を
は
じ
め
生
活
習

慣
病
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ

り
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と

血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

心
臓
が
栄
養
不
足
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
状
態
を
治
療
せ
ず
に

放
置
し
て
お
く
と
、
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
命
に

関
る
よ
う
な
状
態
に
陥
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
血
管
は
全
身
に
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て

い
る
場
合
は
心
臓
の
み
な
ら

ず
、
他
の
臓
器
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
脳
の
動
脈
硬
化
が

進
行
し
て
い
る
場
合
は
脳
梗

塞
（
こ
れ
も
危
険
な
状
態
）

を
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

■
最
後
に

　

今
回
は
心
電
図
に
つ
い
て

大
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
を
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
臓
は
単
独
で
障
害
を
発

生
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

慣
病
の
合
併
症
と
し
て
機
能

を
失
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

昨
日
ま
で
は
自
覚
症
状
も

な
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
も
の
が
、
今
日
に
な
っ

て
突
然
苦
し
み
だ
し
て
長
期

入
院
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命

を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

心
電
図
は
大
掛
か
り
な
設

備
を
必
要
と
せ
ず
、
短
時
間

で
簡
単
に
で
き
る
検
査
で

す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
毎
年

１
回
は
必
ず
健
康
診
断
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
心
掛
け
、
健
康
な
毎
日
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

＜不整脈の一例＞

A：正常

B：期外収縮

C：心房細動

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流
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　健康 Health

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
7 月 10日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

ウォーキングで 心地よい汗を流しませんか
ろっかしょ健康ウォーク参加者を募集

　

村
文
化
祭
で
開
催
し
て
い

る
健
康
展
で
『
ろ
っ
か
し
ょ

健
康
ウ
ォ
ー
ク
』
を
開
催
し

ま
す
。

　

去
年
に
引
き
続
き
、
今
年

も
ス
タ
ン
プ
を
集
め
な
が
ら

歩
く
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実

施
し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は

尾
駮
・
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区

で
10
ヶ
所
ス
タ
ン
プ
台
を
設

置
し
、
８
個
以
上
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
人
に
は
抽
選
で
豪

華
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

　

心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が

ら
、秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日　

11
月
３
日
土

■
集
合
場
所

　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ

ニ
ー
」（
健
康
展
会
場
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

どうすればいいの？　ポリオワクチン
対象者（生後３カ月～７歳６カ月未満）

＊

生ポリオワクチンを
すでに２回接種して
いる人は、さらに不
活化ポリオワクチン
を接種する必要はあ
りません

＊

不活化ポリオワクチ
ンは、初回接種３回
＋追加接種１回、合
計４回の接種が必要
です

＊

生ポリオワクチンを
１回接種している人
は、合計３回の不活
化ポリオワクチン接
種がさらに必要です

＊

国内未承認の不活化
ポリオワクチンの接
種を開始している人
も、不足分を定期接
種で受けることがで
きます

名
付
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
運
動
が
苦
手
な

人
で
も
楽
し
く
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

的
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
、

心
と
身
体
を
動
か
す
こ
と
を

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

若
さ
を
維
持
す
る
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ
、
基
礎
体
力
を

維
持
す
る
筋
肉
運
動
、
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
運
動

を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
時
間

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

■
実
施
日

　

９
月
13
日
木
、
27
日
木

　

10
月
11
日
木
、
25
日
木

　

11
月
８
日
木
、
22
日
木

■
内
容

　

３
Ｂ
た
い
そ
う
（
ボ
ー
ル

な
ど
を
使
っ
た
、
無
理
の
な

い
楽
し
い
体
操
）

■
持
ち
物

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
先　

健
康
課
直
通

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

　

村
で
は
、
国
か
ら
の
通
知

に
よ
り
本
年
９
月
１
日
よ
り

ポ
リ
オ
の
定
期
接
種
ワ
ク
チ

ン
を
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

（
経
口
）
か
ら
、
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
注
射
）
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
９
月
11
日
お

よ
び
、
９
月
13
日
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
集
団
接
種
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内

を
し
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
覧

に
な
り
委
託
医
療
機
関
に
お

い
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
て

い
る
お
子
さ
ん
は
今
後
接
種

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

接
種
回
数
な
ど
に
つ
い
て

は
下
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
切　

10
月
26
日
金

■
申
込
先　

健
康
課
直
通

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

〈
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

12
時
40
分　

受
付

13
時
00
分　

ラ
ジ
オ
体
操

13
時
15
分　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　

開
始

14
時
45
分　

抽
選
会

※
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま

す
　

10
月
19
日
金

の
カ
ン
ガ
ル
ー

〈
抱
っ
こ
法
〉

教
室
は
、
10
月
５
日
金
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

３
Ｂ
た
い
そ
う
と
は
？

　

使
用
す
る
３
種
類
の
用
具

「
ボ
ー
ル
」「
ベ
ル
」「
ベ
ル

タ
ー
」
の
頭
文
字
を
と
っ
て

カ
ン
ガ
ル
ー
教
室

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

坂本 美緒ちゃん山田 蒼士くん

玉内 瑞己くん石山 優希奈ちゃん

橋本 結愛ちゃん 桜井 雅空くん

■
そ
の
他

 

・
使
用
す
る
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
は
、
単
独
の
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
す

 

・
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
は
、
初
回
接
種
と
し
て
20

日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
３

回
、
追
加
接
種
と
し
て
初
回

接
種
終
了
後
６
カ
月
以
上
の

間
隔
を
お
い
て
１
回
、
合
計

４
回
の
接
種
が
必
要
で
す

 

・
追
加
接
種
と
は
、
生
・
不

活
化
を
問
わ
ず
、
全
体
を
通

し
て
４
回
目
と
な
る
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
で
す

 

・
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
従

来
通
り
受
け
て
く
だ
さ
い

※
平
成
24
年
９
月
１
日
の
導

入
時
点
で
は
、
４
回
目
の
追

加
接
種
は
定
期
接
種
対
象
外

で
す
（
現
在
、
国
内
臨
床
試

験
を
実
施
中
の
た
め
、
デ
ー

タ
が
整
い
次
第
導
入
予
定
）

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

▼

生ポリオワクチンを
すでに２回
受けている

不活化ワクチンは

必要ありません

▼

ポリオワクチンを
まだ１回も
受けていない

不活化ワクチンを
合計４回

受けてください

▼

生ポリオワクチンを
すでに１回
受けている

不活化ワクチンを
あと３回

受けてください

▼

不活化
ポリオワクチンを

１～３回
受けている

不活化ワクチンが
合計４回になるよう

残りの回数を
受けてください

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が

変
わ
り
ま
す

３
Ｂ
た
い
そ
う
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流
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幸
い
人
へ
の

咬
傷
事
故
は
な

か
っ
た
も
の

の
、
土
佐
犬
の

咬
傷
事
故
は
、
死
亡
な
ど
重
大

な
事
故
と
な
る
た
め
、
村
内
の

土
佐
犬
の
飼
い
主
は
逸
走
防
止

な
ど
厳
重
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
頑
丈
な
檻
、
柵
を
用
い
て
人

が
容
易
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に

係
留
す
る
こ
と

②
係
留
施
設
の
出
入
り
口
を
二

重
に
し
、
施
錠
を
す
る
こ
と

③
係
留
施
設
の
破
損
や
修
理
箇

所
は
直
ち
に
補
修
す
る
こ
と

④
係
留
時
の
行
動
範
囲
が
道

路
・
通
路
に
接
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と

⑤
飼
養
頭
数
、
預
か
り
頭
数
は

十
分
に
管
理
で
き
る
頭
数
と
す

る
こ
と

⑥
犬
の
引
き
運
動
（
散
歩
）
は
、

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
他
の
人

に
危
害
を
加
え
な
い
場
所
、
時

間
を
選
ん
で
行
う
こ
と

⑦
使
用
す
る
首
輪
、
鎖
、
引
き

綱
は
正
し
く
装
着
し
、
破
損
な

ど
が
な
い
よ
う
管
理
す
る
こ
と

平
成
24
年
１
月
以
降
、
県

内
で
土
佐
犬
の
逸
走
事
例

が
発
生
し
て
い
ま
す

平成 24 年度第２回飼い犬の登録と狂犬病予防注射日程
月日 地区 実施場所 時間

10 月３日水

泊

第２焼山住宅前 　９：30～ ９：50
弁天様前 10：00～10：20
町内会事務所前 10：30～10：50
泊支所前 11：00～11：20
泊消防署前 11：30～11：50

石川 集会所前 13：00～13：10
出戸 集会所前 13：15～13：25
老部川 千葉尚宅前 13：35～13：45
尾駮浜 中村岩男宅前 13：55～14：05

10 月４日木

尾駮浜 役場庁舎前 　９：30～ ９：45
野附 東酸ＫＫ前 　９：50～10：00
尾駮 清水知幸宅前 10：05～10：15
二又 附田商店前 10：25～10：35
室ノ久保 三戸明宅前 10：45～10：55
千樽 十文字林業前 11：00～11：10
戸鎖 消防屯所前 11：15～11：25

10 月５日金

中志 中村酒店前 　９：30～ ９：40
内沼 木村てる宅前 　９：45～ ９：55
倉内 集会所前 10：05～10：20
平沼 平沼支所前 10：30～10：45
新城平 前田商店前 10：50～11：00
六原 バス停前 11：05～11：15
端 バス停前 11：20～11：30
笹崎 松尾宅前 11：35～11：45
豊原 集会所前 13：00～13：10
睦栄 集会所前 13：15～13：25
千歳 橋本光男宅前交差点 13：30～13：40
庄内 集会所前 13：45～13：55
千歳平 公民館前 14：00～14：20

■
対
象　

生
後
３
ヶ
月
以
上
の

す
べ
て
の
犬

■
登
録
・
注
射
料

○
登
録
済
み
の
犬

①
注
射
料
金　

３
０
０
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
含
む
）

○
未
登
録
の
犬

①
登
録
料
金　

３
０
０
０
円

（
鑑
札
証
交
付
手
数
料
含
む
）

＊
登
録
料
金
は
生
涯
で
１
度
限
り

②
注
射
料
金　

３
０
０
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
含
む
）

＊
動
物
病
院
な
ど
で
予
防
注　

射
を
し
た
場
合
は
、
村
へ
の　

注
射
済
票
交
付
申
請
（
交
付　

手
数
料
５
５
０
円
）
が
必
要　

と
な
り
ま
す
の
で
、
注
射
済　

証
を
持
参
し
手
続
き
し
て
く　

だ
さ
い

【
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、

登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
】

○
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

　

鑑
札
と
注
射
済
票
を
添
え
て

死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
犬
の
死
体
の
処
理

は
飼
い
主
の
責
任
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
（
飼
い
主
の
変
更
な
ど
）

　

登
録
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
転
入
・
転
出
の
際
も

届
出
が
必
要
で
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

本
年
度
第
２
回
目
の
飼
い
犬

の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
、
都
合
の
よ
い
日
時
・
場
所

で
飼
い
犬
の
予
防
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
村
か
ら
は
が
き
が
送

付
さ
れ
て
い
る
人
は
、
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
飼
い
犬
の
生
涯
１
回
の
登
録

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
接
種
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
】

愛
犬
を

狂
犬
病
か
ら

守
ろ
う

■
生
活
排
水
を
正
し
く
処
理

し
、
身
近
な
環
境
の
改
善
を
！

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
で
た
く

さ
ん
の
水
を
使
い
、
そ
れ
と
同

時
に
た
く
さ
ん
の
汚
水
を
排
出

し
て
い
ま
す
。
汚
れ
た
水
は
身

近
な
環
境
を
汚
染
す
る
大
き
な

要
因
で
す
。

　

村
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

下
水
道
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

■
下
水
道
へ
の
接
続
は
速
や
か

に
　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

（
処
理
区
域
）
に
な
っ
た
場
合
、

台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
排

水
を
下
水
道
に
流
す
た
め
の

「
排
水
設
備
」
を
速
や
か
に
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
く
み
取
り
ト
イ
レ
を
お

使
い
の
家
庭
で
は
３
年
以
内
に

水
洗
ト
イ
レ
に
切
り
替
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は

下
水
道
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
助
成
制
度

や
貸
付
制
度
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

身
近
な
環
境
を
よ
り
良
く

し
、
き
れ
い
な
未
来
を
つ
く
る

た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
排
水

設
備
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
指
定
排
水
設
備
工
事
業
者

ま
た
は
役
場
上
下
水
道
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
７
６
～
１
７
７
）

　

総
務
省
統
計

局
で
は
、
10
月

１
日
現
在
で
就

業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳

細
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
政
策
を
始
め
経
済
政
策
な

ど
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
す
る
地
域
は
、
全
国
か

ら
統
計
理
論
に
基
づ
き
無
作
為

に
選
ば
れ
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
調
査
対

象
と
な
っ
た
場
合
、
９
月
上
旬

か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅

に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
４
）

　

県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
「
不
用
品
を

買
い
取
る
」
な
ど
と

電
話
が
あ
り
、
そ
の
つ
も
り
で

来
訪
を
承
諾
し
た
の
に
、
実
際

は
当
初
の
話
し
に
は
な
か
っ
た

貴
金
属
の
買
い
取
り
を
持
ち
か

け
ら
れ
る
と
い
う
訪
問
買
取
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
買
取
に
つ
い
て
は
法
改

正
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
行
法
で
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
買
い
取
ら
れ
た
商
品
は
、

後
で
返
品
し
て
も
ら
お
う
と
し

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
つ

け
ら
れ
て
取
り
戻
せ
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
買
い
取
っ

て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
い
と
き

は
、き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

上
手
い
話
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
３
３
４
８

役
場
総
務
課　

橋
本

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

　

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
９
月
１

日
現
在
で
資
格
を
有
す
る
人
の

申
請
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま

す
。

　

次
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
期
間
内
に
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
申
請
書
は
、
行
政
連
絡
委
員

に
配
布
し
て
い
ま
す
）。

■
資
格
要
件

①
平
成
４
年
12
月
６
日
以
前
の

出
生
者

②
六
ヶ
所
村
に
住
所
ま
た
は
事

務
所
を
有
す
る

③
１
年
に
90
日
以
上
漁
船
を
使

用
す
る
漁
業
者
ま
た
は
漁
業
従

事
者

④
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委

員
ま
た
は
漁
業
協
同
組
合
も
し

く
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の

役
員
に
就
任
後
、
上
記
の
③
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
た
め
選
挙

権
を
失
っ
た
人

（
こ
れ
に
該
当
す
る
人
は
、
委

員
ま
た
は
役
員
で
そ
の
任
期
中

お
よ
び
任
期
後
初
め
て
行
わ
れ

る
選
挙
に
限
る
）

※
申
請
期
限
は
、
９
月
５
日
水

ま
で
で
す
。

　

申
請
書
は
、
行
政
連
絡
員
ま

た
は
直
接
選
挙
管
理
委
員
会
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
３
２
・
１
１
９
）

「
下
水
道　

お
水
が
い
っ
て
る

ま
た
く
る
ね
」

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

就
業
構
造
基
本
調
査
へ

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
の
お
知
ら
せ

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

貴
金
属
の
訪
問
買
取
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

皆さまのご協力を
お願いします

注射は人と
僕たちを守るもの
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六
ヶ
所
村
の
友
好
都
市
で
あ

る
「
ド
イ
ツ
・
ヴ
ァ
ー
レ
ン

市
」
の
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ン

市
長
た
ち
が
６
日
、
村
長
室
を

訪
れ
「
震
災
の
復
興
や
社
会
福

祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
義
援
金

約
20
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
同
市
で
行

っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
市
民
や
職
員
な
ど
か
ら
集

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

古
川
村
長
は
「
そ
の
ご
厚
意

に
し
た
が
っ
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

泊
地
区
住
民
が

信
仰
し
て
い
る
屋

萩
山
神
社
や
、
海

産
物
な
ど
を
横
浜

へ
運
搬
し
た
街
道

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
29
日
土

　

午
前
８
時
30
分

　
（
郷
土
館
集
合
・
出
発
）

＊
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
に
な

り
ま
す

■
場
所　

県
道
泊
・
横
浜
線

■
定
員　

20
人

■
持
参
す
る
物　

昼
食
・
飲
み
物

■
対
象　

親
子
・
一
般
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
）

■
申
込
締
切
日　

９
月
23
日
日

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
先　

六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が

全
国
一
斉
に
相
談
日
を
設
け

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
を
通
じ
て
高
齢

者
、
障
害
者
の
人
権
相
談
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

■
実
施
日

　

９
月
10
日
月
～
９
月
16
日
日

ま
で
の
７
日
間

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

＊
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
）

■
内
容　

高
齢
者
や
障
害
者
に

対
す
る
虐
待
な
ど
に
関
す
る
電

話
相
談

問
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
９
０
２
４

　

上
北
地
域
の
個
性
豊
か
な
ご

当
地
グ
ル
メ
が
集
結
し
、
会
場

で
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
村
か
ら
は
「
戸
鎖
前
田

水
利
組
合
」
の
皆
さ

ん
が
出
店
し
ま
す
。

■
日
時

○
９
月
29
日
土

　

午
後
２
時
～
午
後
７
時
45
分

○
９
月
30
日
日

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田

北
側
駐
車
場
（
お
い
ら
せ
町
中

野
平
40
―
１
）

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

上
北
地
域
の
ご
当
地
グ
ル
メ

団
体
（
９
団
体
）
に
よ
る
出
店

の
他
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

豪
華
賞
品
の
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他　

入
場
無
料

　
（
飲
食
物
の
購
入
は
有
料
）

問
青
森
県
上
北
地
域
県
民
局
地

域
連
携
部
地
域
支
援
室

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
９
４

（
直
通
）

■
日
時　

９
月
22
日
土

　

会
場　

午
後
３
時
30
分

　

開
演　

午
後
４
時

■
会
場　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
入
場
料　

２
０
０
０
円

  　
（
当
日　

２
５
０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

問
六
ヶ
所
村
文
化
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

青
森
県
で
は
、
地
方
税
電
子

化
協
議
会
が
運
営
す
る
地
方
税

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
通
称

「eLTAX
：
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」）

を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
法
人
関
係
税
（
法
人

県
民
税
・
法
人
事
業
税
・
地
方

法
人
特
別
税
）
の
申
告
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
手
続
き　

　

法
人
関
係
税（
法
人
県
民
税
・

法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別

税
）
の
申
告
手
続
き

■
利
用
で
き
る
人　

　

納
税
者
（
法
人
）
お
よ
び
代

理
人
（
税
理
士
な
ど
）

■
電
子
申
告
の
特
徴

　

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
るeLTAX

専
用
ソ
フ
ト

「PCdesk

」
な
ど
で
、
申
告
書

の
作
成
や
申
告
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

■
利
用
す
る
に
は

　

eLTAX

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

利
用
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
初
め
て
利
用
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
電
子

証
明
書
」の
取
得
が
必
要
で
す
。

な
お
、
利
用
届
出
後
、
実
際
の

申
告
が
で
き
る
ま
で
数
日
か
か

り
ま
す
。

　

利
用
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記eLTAX

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（eLTAX

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.eltax.jp/

）

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

ド
イ
ツ
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市

が
義
援
金
を
寄
付

　７月の農業委員会総会が７月
19 日、役場分庁舎 3 階大会議
室にて開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。

■報告第８号　農地の転用事実
に関する照会について
 ２件　1,503㎡
■議案第 19 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

３件　37,748.2㎡
■議案第 20 号　農地利用集積
計画（案）について

　　２件　32,542㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第 3条許可
申請についての記載例などは役場
農林水産課窓口にあります。
　次回の総会は、平成 24 年 9 月
20 日木に開催予定です。

問農林水産課　佐々木
☎ 0175(72)2111（内線 327）

農業委員会だより
（
内
線
２
０
９
）

　

独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
青
森
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
／
Ｂ
Ａ
）

研
究
施
設
を
一
般
の
皆
さ
ま
に

公
開
し
ま
す
。
併
せ
て
、
お
子

さ
ん
も
楽
し
め
る
科
学
体
験
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
22
日
土

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
（
入
場　

午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所　

日
本
原
燃
株
式
会
社

再
処
理
事
業
所
正
門
向
か
い

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

①
施
設
見
学
（
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
六
ち

ゃ
ん
」
な
ど
）
②
科
学
体
験
イ

ベ
ン
ト
（
プ
ラ
ズ
マ
観
察
、
ロ

ボ
ッ
ト
操
作
な
ど
）
③
科
学
工

作
教
室
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ

ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
な
ど
）
④
六

ヶ
所
消
防
署
協
力
に
よ
る
、
消

防
車
の
展
示
⑤
軽
食
の
販
売
な

ど
―

※
詳
し
く
は
、
９
月
15
日
土
の

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jaea.

go.jp/04/aom
ori/index.htm

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
青
森
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー　

管
理
部
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
71
）
６
５
０
０

（
住
所
：
六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮

字
表
舘
２
―
１
６
６
）

　

10
月
１
日
月
、
公
立
野
辺
地

病
院
内
に
「
公
立
野
辺
地
病
院

介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

公
立
野
辺
地
病
院
で
は
、
現

在
運
営
し
て
い
る
医
療
療
養
病

床
11
床
を
31
床
に
、
介
護
療
養

病
床
37
床
を
介
護
療
養
型
老
人

保
健
施
設
48
床
に
転
換
し
、
開

設
し
ま
す
。

　

入
所
申
請
な
ど
に
つ
い
て

は
、
当
院
の
「
地
域
医
療
連
携

室
」に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
専
用
電
話
】

☎
０
１
７
５
（
64
）
８
８
７
７

（
受
付
時
間
（
平
日
）　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
）

古川村長㊨に義援金を手渡すライン市長㊧

歴
史
散
歩
（
街
道
を
ゆ

く
）
参
加
者
募
集

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強

化
週
間
に
つ
い
て

法
人
関
係
税
の

電
子
申
告
に
つ
い
て

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
／
Ｂ
Ａ
）
研
究

施
設
公
開
の
お
知
ら
せ

公
立
野
辺
地
病
院
か
ら

「
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
」
を
開
設
し
ま
す

上
北
地
域
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が

再
び
集
結
！

「
古
今
上
北　

味
の
博

覧
会
」
を
開
催
し
ま
す

　松緑福祉会かけはし寮では、次
のとおりイベントを開催します。
　皆さまのご来場お待ちしていま
す。
■日時
　９月 22 日土　午前 10 時～
■会場　かけはし寮
■催し物
①三戸社中舞踊披露など
②花、加工品の販売
③各種模擬店や協力福祉施設から
　の目玉商品販売
④先着 100 人にシフォンケーキ
　のプレゼント

問かけはし寮
☎ 0175-72-4700

かけはしフェスタの
お知らせ 倍

賞
千
恵
子
コ
ン
サ
ー

ト
Ⅲ

募集種目
応募資格

（25 年４月１日基準）
受付期間 試験期日 試験場所

看護学生
男

　
女

高卒（見込含）
24 歳未満

９月３日月
　　～
10 月１日月

10 月 20 日土
白山台公民館

（八戸市北白
山台）

防衛医科大学
校学生

男
　
女

高卒（見込含）
21 歳未満

10 月 27 日土・
28 日日

青森第二合同
庁舎共用会議
室

防 衛 大 学 校 学 
生（ 一般 ・前期）

男
　
女

高卒（見込含）
21 歳未満

11 月 10 日土・
11 日日

江陽公民館
（八戸市江陽

２丁目）

平成 24 年度自衛官等募集のご案内

詳細については、下記まで問い合わせてください。

〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16
　中野プラザビル 2 Ｆ（ユニバース松園店隣）
　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　☎・Fax　0176（53）1346（平日　午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分）
　e-mail: aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp
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八田栞
かおり

保璃（孝）　　尾駮レイクタウン
松山　心

みゆ

結（智孝）尾駮レイクタウン
赤石陽

ひなこ

向子（瑞樹）泊
佐々木柚

ゆずゆ

夢（文人）倉内
若松　陸

りくと

斗（晃）　　老部川
山内　恭

きょうすけ

介（和寿）尾駮レイクタウン
小田　莉

りのあ

叶（真吾）倉内
赤石　柊

とうま

真（義教）泊

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
中嶋　金之焏　106 才（二又）
二本柳　正晴　68 才（平沼）
古川　徳三郎　86 才（泊）
赤石　アヤメ　78 才（泊）
附田　よね　　92 才（尾駮）
米澤　きつ子　82 才（泊）
田嶋　正一　　80 才（二又）
安藤　テル子　77 才（千歳）
佐々木　のぶ　78 才（尾駮浜）
相内　ふみ　　87 才（倉内）
附田　い 　　95 才（尾駮浜）

7 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 117）

戸籍の窓

Information Square

ご結婚おめでとう
水落　孝正（泊）
関　　彩乃（八戸市）
戸田　俊輔（戸鎖）
蛯名　　瞳（東北町）
菊池　耕太（東京都）
牧　　千夏（山形県）

　

家
族
揃
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

10
月
８
日
月 

祝
日

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

十
和
田
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
（
十
和
田
市
西
三
番
町

２
―
１
）

■
内
容　

①
落
語
も
聞
け
る
オ

モ
シ
ロ
講
演
会
「
人
生
ま
ぁ
る

く
い
き
ま
し
ょ
う
」（
講
師
：

落
語
家 

林
家
花
丸
さ
ん
）、
②

朗
読
劇
、
③
放
射
線
に
つ
い
て

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
④

絵
本
読
み
聞
か
せ
、
⑤
ア
ロ
マ

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
⑥
気
楽

な
語
り
場
、
⑦
ご
当
地
食
べ
も

の
コ
ー
ナ
ー
、
⑧
地
場
産
品
・

加
工
品
販
売
な
ど
―

＊
講
演
会
参
加
者
に
は
、「
長
い

も
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

（
数
量
限
定
）

＊
無
料
託
児
あ
り
（
１
歳
半
～

就
学
前
ま
で
）
要
予
約

■
問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
込
先

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
３
２
）
１
０
８
５

■
開
催
時
期

　

９
月
１
日
土
～
11
月
11
日
日

■
主
催
者
　
青
森
県
民
文
化
祭

実
行
委
員
会

■
事
業
内
容

❶
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

○
開
催
期
日　

９
月
23
日
日

　
12
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

○
開
催
場
所

　

三
沢
市
公
会
堂
大
ホ
ー
ル

○
開
催
内
容

第
１
部　

式
典

第
２
部　

公
演
「
南
部
の
魂

ソ
ウ
ル　

南
部
祭
囃
子
と
南
部
盆
踊
り
ナ

ニ
ャ
ト
ヤ
ラ
」（
南
部
の
あ
る

町
の
の
ん
び
り
と
し
た
秋
祭
り

の
一
日
、
祭
り
行
列
の
神
楽
、

山
車
太
鼓
、
子
太
鼓
、
笛
、
音

頭
上
げ
、
盆
踊
り
ナ
ニ
ャ
ト
ヤ

ラ
の
流
れ
を
再
現
）

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）
教育委員会管理施設貯水槽清掃業務委託 高田プラント㈱ 145 万 9500 円
教育委員会管理施設清掃業務委託（その２） ㈲北東ビル管理 363 万 4071 円
村内中学校教材用備品購入 水沢商店 157 万 5000 円
村内小学校教材用備品購入 ㈲二本柳書店 239 万 4000 円
平成２４年度敬老会記念品購入 佐藤総合衣料店 241 万 5000 円
尾駮レイクタウン北地区植栽維持管理業務委託 むつ小川原緑化㈱ 280 万 3500 円
六ヶ所村総合体育館他床塗装改修工事 ㈱相内 430 万 5000 円
区画整理事業ごみ置場設置工事 ㈲米田建設 267 万 8550 円
区画整理事業５期道路工事（１工区） ㈱鳥谷部建設工業 3307 万 5000 円
区画整理事業５期道路工事（２工区） 平成産業㈱ 3589 万 9500 円
尾駮保育所防音機能復旧実施設計業務委託 ㈱相和技術研究青森事務所 1837 万 5000 円
長芋洗浄選別・貯蔵施設建築実施設計業務委託 ㈱青建設計 2415 万円
中央公民館改修工事施工監理業務委託 ㈱八洲建築設計事務所 241 万 5000 円
尾駮地区排水路整備工事施工監理業務委託 ㈱みちのく計画 105 万円
平沼高瀬川線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 172 万 2000 円
泊地区飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事施工監
理業務委託 ＭＫＡ設計業務共同企業体 62 万 7900 円

区画整理事業５期道路工事監理業務委託 ㈱カネナカ技研 142 万 8000 円
多目的広場整備工事実施設計業務委託 ㈱みちのく計画 411 万 6000 円
千歳平１号・２号幹線改良舗装工事施工監理業務
委託 ㈱みちのく計画 123 万 9000 円

倉内・平沼小学校統合整備事業グラウンド・外構
整備工事施工監理業務委託 ㈱みちのく計画 133 万 3500 円

長芋洗浄選別・貯蔵施設造成実施設計業務委託 ㈱みちのく計画 311 万 8500 円
区画整理事業５期電気工事（１工区） ㈱髙田電気 436 万 8000 円
区画整理事業５期電気工事（２工区） 橋本電業 868 万 3500 円
区画整理事業５期電気工事（３工区） ㈱秋戸電気 750 万 150 円
区画整理事業５期電気工事（４工区） 相内電気商会 542 万 8500 円
中央公民館改修工事（建築） ㈱鷹架工務店 6079 万 5000 円
中央公民館改修工事（電気） 新栄電設共同企業体 2113 万 6500 円
中央公民館改修工事（機械設備） ㈲太陽管工 1275 万 7500 円
区画整理事業幹線緑道２号工事（１工区） ㈱高田工業 5428 万 5000 円
区画整理事業幹線緑道２号工事（２工区） 東和建設㈱ 6741 万円
泊地区飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事 東和建設㈱ 6720 万円
尾駮地区排水路整備工事 附田建設㈱ 1億 2495 万円
倉内・平沼小学校統合整備事業グラウンド・外構
整備工事 ( １工区） 大泉建設㈱ 9576 万円

倉内・平沼小学校統合整備事業グラウンド・外構
整備工事 ( ２工区）� ㈱岡山建設 1億 4385 万円

千歳平１号・２号幹線改良舗装工事 ㈱鳥山土木工業 1億 5645 万円

平沼高瀬川線改良舗装工事 ㈱高田工業 1億 2390 万円

倉内蒼前堂線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 121 万 8000 円

第４庄内線防雪柵設置工事施工監理業務委託 ㈱みちのく計画 84 万円

尾駮東２号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱日測コンサルタント 149 万 1000 円

豊原１号線外１整備事業測量業務委託 ㈱出雲 203 万 7000 円

戸鎖前田２号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 133 万 3500 円

千歳・睦栄線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱出雲 162 万 7500 円

中山線実施設計業務委託 ㈱そうほく設計 666 万 7500 円

新納屋３号線実施設計業務委託 エイト技術㈱ 945 万円

倉内蒼前堂線改良舗装工事 ㈲佐藤工務店 2210 万 2500 円

尾駮東２号線改良舗装工事（１工区） 小泉建設㈱ 2520 万円

尾駮東２号線改良舗装工事（２工区） 六ヶ所工業㈲ 2333 万 1000 円

千歳・睦栄線改良舗装工事（１工区） 大羽建設㈱ 2858 万 1000 円

千歳・睦栄線改良舗装工事（２工区） ㈱浅工務店 2862 万 3000 円

戸鎖前田２号線改良舗装工事 ㈲大藤工業 2971 万 5000 円

第４庄内線防雪柵設置工事（１工区） ㈲ワトーテック 1783 万 9500 円

第４庄内線防雪柵設置工事（２工区） ㈲三浦総建 1816 万 5000 円

倉内・端線改良舗装工事 ㈲浜飯組 1189 万 4400 円

入札結果（7・8 月分）をお知らせします 「
上
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❷分野別フェスティバル

種　目 公　演　名 開催予定日 会　　場　　他

１ 謡曲 謡曲・仕舞と狂言の会 ９月１日土 十和田市民文化センター　邦舞邦楽練習場
（午前 10 時～午後４時）

２ 三�曲 箏・三絃・尺八の祭典 ９月 16 日日 十和田市民文化センター大ホール
（12 時 30 分～午後４時 30 分）

３ 太鼓 第 20 回青森県太鼓フェスティバ
ル ９月 17 日月 三沢市公会堂

（午後１時～、前売券 2,000 円　当日券�2,500 円）

４ 美術展 「県展 2012」
第 53 回青森県美術展覧会

９月 20 日木～ 23 日
日、27 日木～ 30 日日

青森市民美術展示館全館
青森県立美術館コミュニティギャラリー

５ 華道 五流派華道展 ９月 23 日日 三沢市公会堂大ホールロビー
（午前 10 時～午後４時 30 分）

６ 茶道 県民文化祭お茶席 ９月 23 日日 三沢市公会堂大ホールロビー
（午前 10 時～午後３時 30 分）

７ 日本舞踊 日本舞踊公演 ９月 30 日日 三沢市公会堂大ホール
（午前 10 時～午後４時、2,000 円）

８ 吹奏楽 第 22 回青森県吹奏楽トップコン
サート 10 月７日日 三沢市公会堂

（正午～午後５時、800 円）

９ 社交ダンス 第 22 回県民文化祭ダンスフェス
ティバル 10 月７日日 おいらせ町みなくる館大ホール

（午後１時 30 分～午後５時、1,000 円＊学生無料）

10 合唱 第 54 回青森県合唱祭 10 月 21 日日 三沢市公会堂
（午後１時～午後４時）

11 民謡 津軽・南部の民謡大会 10 月 14 日日 六ヶ所村文化交流プラザ
（正午～午後５時）

12 吟剣詩舞 第 45 回青森県吟剣詩舞道三沢大
会 10 月 21 日日 三沢市公会堂小ホール

（午前 10 時 30 分～午後３時 30 分）

13 人形劇 第 45 回青森県人形劇まつり 10 月 28 日日 七戸中央公民館（七戸町）
（午前９時 30 分～正午）

14 洋舞踊 第 53 回青森県洋舞合同公演 11 月４日日 三沢市公会堂大ホール
（午後１時～午後４時）

15 文芸 第 22 回青森県文芸コンクール 11 月 11 日日 アラスカ（青森市）
（午後１時～午後２時 30 分）

16 ベリーダンス Happy�Belly’s ベリーダンスショー ９月２日日 三沢市公会堂
（午後１時～午後２時 30 分）

第
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六ヶ所村の人口
（7 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,922 ＋ 23
女 5,238 ＋ 46
計 11,160 ＋ 69

世帯数 4,638 ＋ 45

＊平成 24 年７月９日住基法改正により、
外国人を含んでいます

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）

く
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

 村のスケジュール９月

昔と今で大きく変化した子育ての内容を中心
に、祖父母が孫育てに関わるうえで知ってお
きたいことをまとめる。小児科医が解説する
子育て新知識や、孫のことで気になることに
答えるＱ＆Ａも収録。

子育てハッピーアドバ
イス
ようこそ初孫

明橋 大二 著

迷えば鬼、悟れば仏。掃除から禅の心を学び、
己を磨けば安らかになる－。前田利家の妻ま
つの菩提寺・芳春院を護る和尚が、修行僧に
なって以後 40 年間実践して悟った教えを伝
授する。

日日是掃除

秋吉 則州 著

おおかみこどもとして生まれた「雨」と「雪」。
人間でもあり、狼でもある姉弟は、いろいろ
な事件に遭遇し、それぞれの想いを胸に成長
していく。人間として生きるのか、それとも
…

おおかみこどもの
雨と雪

細田 守 原作

小さなベッドが５つ並んでいます。もう寝る
時間。でも、ちゃいくまちゃんは眠れません
…。さあ、どうしたのでしょう？�助け合う気
持ちを育てる絵本。

おやすみくまちゃん

シャーリー・パレントー 作

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、９月は
以下の番組を放送します。
　ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　９月
　　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事
　予定）、　ごみの収集日程などを文字放送でお知ら
　せします。

❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が
　取材・編集した、村のトピックス（話題）をお届
　けします。
　　23th は、①むつ小川原地区石油コンビナートで
　防災訓練実施（７月 25 日収録）、②倉内小学校で
　ＰＴＡ親子スポーツ交流会（８月４日収録）、③第
　47 回村民体育大会開催（後半）を放送します。
　　24th は①平沼小で津波避難訓練（８月 24 日収
　録）、②英語弁論大会開催（８月 28 日収録）、③新
　ＡＬＴジュリアン・リーさん紹介、④第 47 回村民
　体育大会開催（番外編）（８月５日収録）などを予
　定しています。
　※番組では、一部放送内容を変更して放送する場合が
　　あります

❸写真で巡るろっかしょ
　　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りし
　ます。あなたの笑顔が映るかも！

❹ア・ラ・カルト BOX
　　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送し
　ます。
　①ふるさとの風景～秋・冬～
　②ろっかしょ味めぐり～春の山菜～
　③戸鎖新そばまつり
　④第 27 回ろっかしょ産業まつり

❺真澄の夢～六ヶ所歌紀行～
　　江戸時代の旅行家菅江真澄が詠んだ歌と、六ヶ
　所村の情景。平成 6 年度制作。

❻青森県環境放射線モニタリング
　　空間放射線量率などをリアルタイムで表示しま
　す。

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

９月の番組表
時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　①ふるさとの風景～秋・冬～

7 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④第 27 回ろっかしょ産業まつり
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

8 時
05 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
35

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻
9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　②ろっかしょ味めぐり～春の山菜～

11 時
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

12 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

13 時

00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　③戸鎖新そばまつり

14 時
15 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺
45 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

15 時
00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

16 時

00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④第 27 回ろっかしょ産業まつり

17 時
20 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
35 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

18 時 05
ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

19 時 00

20 時

00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

21 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④第 27 回ろっかしょ産業まつり
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

22 時
05 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
35 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

23 時

00 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 広報ろっかしょ９月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

０時
I

６時

15

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 土
2 日

3 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
ビーズアクセサリー講座（10 日） 10：00 ～ 12：30 中 央 公 民 館

4 火
７カ月児健診 受付��９:45 ～ 10:00 保健相談センター
１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター
エコクラフト講座（11・18・25 日） 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

5 水
乳幼児相談 受付��９:45 ～ 10:00 保健相談センター
２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター
パッチワーク講座（19 日） 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

6 木
１歳児健診 受付��９:45 ～ 10:00 保健相談センター
４ケ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター
エアロビ＆ピラティス講座（13・20・27 日） 18：30 ～ 20：00 中 央 公 民 館

7 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付��９:30 ～ 11:30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
スクラップブッキング講座 13：00 ～ 15：00 中 央 公 民 館

8 土
9 日

10 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 老人福祉センター

11 火 婦人健診（子宮がん・乳がん検診） 受付 11:45 ～ 12:45 老人福祉センター

12 水
複合健診（特定健診・がん検診・肝炎検査） 受付��７:45 ～��９:00 老人福祉センター

森のくまさんおはなし会〈3～6歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

13 木
複合健診（特定健診・がん検診・肝炎検査） 受付��７:45 ～��９:00 老人福祉センター

３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

森のくまさんおはなし会〈0～3歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

14 金 複合健診（特定健診・がん検診・肝炎検査・
腹部超音波検査） 受付��７:45 ～��９:00 老人福祉センター

15 土
16 日
17 月
18 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

19 水 色紙書講座（26 日） 18：30 ～ 20：00 中 央 公 民 館

20 木 複合健診（特定健診・がん検診・肝炎検査） 受付��７:45 ～��９:00 泊地区ふれあいセンター

21 金
複合健診（特定健診・がん検診・肝炎検査・
腹部超音波検査） 受付��７:45 ～��９:00 泊地区ふれあいセンター

ガーデニング講座 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

22 土
23 日

24 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

25 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

26 水 健診結果説明会 10：00 ～ 13：00 千 歳 平 公 民 館

27 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付��９:30 ～ 11:30 保健相談センター
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

28 金
29 土
30 日

毎年夏を迎える度に「去年はこんなに暑かったかな」と思います。年々六ヶ所の夏が暑くなっているような気が…自分の感覚が変なのか、
はたまたさらなる温暖化の影響か。節電と分かっていても、扇風機にお世話になりっぱなしの夏でした。○高校生ホームステイ交流事
業の取材に行ってきました。襄陽郡の生徒たちはいい意味でとても積極的。異文化との交流が六高生や私たちに何をもたらすのか。各々
の心中でいい変化があったのではないでしょうか。ちなみに日本のプリンはサイコー！だそう。韓国プリンを味わってみたいです。（能登）
●炎天下のもと、村民体育祭が行われました。幼児からシニアまで協力し合い、心をひとつにして競技を楽しんでいました。テーマの『底
力』は、皆が力を合わせるからこそでる力。様々な年齢が入り混じって、夢中で玉入れや綱引きをする姿に、私まで夢中になってシャッ
ターを切っていました○ロックＴＶの味めぐりロケで小川原湖へ行ってきました。今年は、祭りも海も行けませんでしたが、おかげさ
まで楽しいロケ・取材ができ、たくさん日焼けしました。（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記
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森に冷気が漂う深山に、神々の宿る場所がある。
霊泉が湧き、木々の息吹と共に清められた水と空気は
訪れる者たちを安らぎへと導く。
歴史をたたえ鎮座する祠には、今もなお人々の信仰が息づいている。

伝えたい、六ヶ所の風景。
信仰の思いが集う場所
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1_ 六ヶ所村泊地区から横浜町に通じる県道 175 号の頂上付近に、屋
や は ぎ

萩山
神社がある。古くは温泉が湧き、湯治場として栄えていた。深山の木々に
囲まれた巨石には神々が宿り、赤い祠

ほこら

が祀られている　2_ 深山に入り込む
と、数々の鳥居と祠が辺りに漂う森の冷気を吸って、静寂を保っている　
3_ 屋

や は ぎ

萩山神社周辺にはツゲ（＊）が生えている。ツゲは湯治者や修行僧が
お茶にして飲んだと語り継がれており、今でも屋萩山神社のお祭りなどで
人々に振舞われる（写真提供：山上睦さん〈㈶環境科学技術研究所〉）
＊ツゲ（ツゲ科）は分布が関東以西とされているので、この地に生育することが不
思議な植物。植えられたものか自生かなどは今後調査する必要がある。


